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現在（2021年）の玉利池

玉利池の変遷

大正３年撮影の玉利池 農学部開学100周年（2009年）で
整備した玉利池

附属農場唐湊果樹園におけるカキの収穫

附属農場学内農事部におけるサツマイモの収穫
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令和３年４月鹿児島大学農学部に入学された皆さん、遅まきながら、入学おめでとうございます。今年も私共農
学部あらた同窓会に新進気鋭の学生会員の皆様をお迎えでき、大変嬉しく思います。
農学部あらた同窓会は、「あらたの地」で学んだ約２万名（物故者を除くと1.6万名）の正会員（卒業・修了生）

と学生会員との相互の縦の連携の場作りを積極的に支援し、一緒に温故知新を含めた未知の課題（技術）を発掘
し、挑戦・解決の糸口を創る大きな役割があると考えています。
周知のとおり、母校は明治41（1908）年南方開発の使命を礎に２番目の官立高等農林専門学校である「鹿児島高

等農林学校」としてこの地に開学しました。その後、昭和19（1944）年に鹿児島農林専門学校に改称、戦後、鹿児
島大学農学部へと発展、大学院農学研究科（修士課程）、大学院連合農学研究科（博士課程）、大学院農林水産学
研究科（修士課程）等の設立と、時代の流れを先取りしてきました。現在、鹿児島大学は「地域と共に社会の発展
に貢献する総合大学」を目指していますが、農学部も積極的に参加して教育・研究を行っています。開学113年の歴
史を刻み、今日も多くの先輩諸氏は、国内外で行政や教育・研究に、また実業・産業界において活躍中です。
さて、令和２年新年に中国武漢市で発生した「新型コロナ」が数日の内に世界中に拡散しました。従来のインフ

ルエンザと比較して、大変なウイルスであることが明らかになっていますが、収束は遠そうです。ウイルスは発生
場所、時間軸に関係なく、再び新種、または「新型コロナ」の新亜種が発生することもあるそうですが、これらに
対応できるワクチンがアプリ的に醸成できる規則性が解明されることを期待したいものです。
ところで、日本はIT環境の技術開発だけでなく、多くの事象の技術開発が諸外国より20年以上遅れています。残

念ながら、今回も海外からの技術輸入によりIT環境の急速な進展や対応アプリが短時間の内に充実し、ZOOM等の
導入によるWeb会議、オンラインによる講義、大部分の学会もZOOMを介した開催となる等、IT環境は確実に進化
しました。これは「新型コロナ」の大きなポジティブ効果でしょう。
ところで、愛媛県出身の90歳の気象物理学者真鍋淑郎博士の「地球温暖化を予測する地球気候モデル開発」に

2021年度ノーベル物理学賞が授与されました。わが事のように嬉しいです。何故なら、25年前「わが基軸研究のす
きま」の応用編として「地球温暖化対応のゼロエミッションとエネルギー化」に取り組みました。この課題は台所
に発生した「生活ごみ」を主原料とした有機系廃棄物からガス（メタン）を獲得、天然ガスに添加して台所にエ
ネルギーとして届ける構想で、キャッチフレーズは「台所から台所へ」としました。この構想が60万都市鹿児島
市の環境整備事業となり、市民の台所にエネルギーとして届くことになりました。令和４（2021）年度初めに操
業に入る予定になっています【平成24（2012）年度策定［平成33（2021）年度稼働目標、令和3年７月から試運転
中！］】。
最後に皆さんへの「いざない」です。皆さんは何かを目標に大学に入学し、勉学に励んでいると思います。秋も

深まり、これから凌ぎやすい季節になります。オンラインの「すきま」で清々しい空気を吸いながら、「挑戦する
課題」の「種探し」に農学部・農場を散策しませんか？そこには先輩たちが汗を流しながら、卒業研究に取り組ん
でいる姿に出会います。思い切って質問してみては？先輩達が挑戦している卒業研究の構想を聞けば、皆さんの目
標に対するヒントが透けて見えるかも。

「新型コロナ禍」が収束した時、
あなたは何に挑戦していますか

藤　田　晋　輔

鹿児島大学農学部あらた同窓会…
会　長
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あらた同窓会、在校生の皆様、こんにちは。いかがお過ごしでしょうか？
鹿児島大学大学院農林水産学研究科（農水研）修士課程では令和４（2022）年４月１日より中国・湖南農業大学

（湖南農大）と「ダブル・ディグリープログラム（DD）」を開始いたします。簡潔にご紹介すると、「両大学へ入
学（二重学籍を取得）し、３年間の在籍期間中、双方の大学へ１年間留学（派遣と受入を）し、両大学へ提出した
修士論文が審査に合格後、湖南農大の修士の学位（農業）と本学農水研の修士の学位（農学）の、二つの学位を習
得することのできるプログラム」です。
その意義として、①一つの大学では得られない高度で付加価値の高い学修機会の獲得、②複数の国の高等教育機

関等が共同で提供した教育プログラムを学修することによる優位性の証明、③労働市場や進学など国際的に評価さ
れるキャリア形成、④より短い期間、少ない経済的負担で複数の大学の学位取得、とされています。
今から７年前の平成26（2014）年11月14日、中央教育審議会の大学分科会の中で、「大学教育のグローバル化に関

する課題として、DDに続いて、今後、我が国の大学が外国の大学と共同で単一の学位記を授与するJD（ジョイン
ト・ディグリープログラム）等、…中略…学位及びプログラムの質を保証し、ひいては国内外の高等教育の質の保
証及び更なる向上につながることを期待して、策定するものである」と方向性が示されました。
湖南農大をご紹介します。現在、約２万２千名を超える学生が通う総合大学です。今回、プログラムを締結した

大学院（学院）は、食品科学技術学院、園芸学院、動物科学技術学院の3つの学院ですが、湖南農大はこれらの3学
院を含む20の学院で構成されています。湖南農大の前身は清朝末期の1903年10月に清政府により設立された「私立
修業学堂」です。その後繰り返し改組が行われ、1951年３月に湖南省立の大学として正式にスタート、1994年３月
に現在の湖南農大へ改名、117年の歴史を持った大学です。1989年６月２日に学部間学術交流協定を締結し、以降、
32年間に渡って交流が盛んに行われてきました。2019年10月30日には両校の協定締結30周年をお祝いするためミニ
式典が挙行されました。
平成30（2018）年４月26日付、前学長・前田芳實先生（農学部長：2006年４月～2009年３月）よりDDプログラムの

募集があり、これに農水研の設置準備期間中に申請、同年７月６日付で採択されたことから本格的にDDの交渉を開
始、令和２（2020）年度締結に至りました。これまでは１年間休学して留学した場合、修士課程を３年掛けて修了
しなければならなかったものが、同じ年月を費やすことにより、留学の経験のみならず二つの学位を取得すること
のできる、キャリアアップには待望のプログラムです。
農水研は4つの専攻が参画し、入学の時期は、湖南農大は９月（鹿大から派遣）、農水研は４月（湖南農大から受

入）となり、留学期間は双方１年間です。農水研に進学を希望される学生の皆様にはDDへ参画してみませんか？国
際感覚の醸成のみならず、国際的なキャリア獲得を目指して挑戦されてはいかがでしょうか。

「ダブル・ディグリープログラム」
いよいよ開始です！

橋　本　文　雄
農学部長
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鹿児島大学では令和２年３月中のイベント等の原則中止または延期の要請を行い、さらに、令和２年３月24日に
は学生及び教職員に対し、私事渡航を含む海外渡航の自粛要請が行われました。３月25日には、令和２年度前期授
業の開始日を４月20日に繰り下げる通知がだされました。令和２年３月26日に鹿児島県内で初めての感染者が確認
され、令和２年度の就職活動は大きく変容しました。就職活動中の学生へ県外での就職活動は控えること、特に、
三大都市圏（首都圏、近畿圏、中部圏）及び北海道へ赴くことは原則禁止とされました。就職活動に限らず、万一
首都圏、近畿圏、中部圏及び北海道に赴いた場合には、帰鹿してから２週間は自宅待機とし、授業も出席停止とし、
友人・知人との接触や学内への立ち入りは避けるよう、学生へ通知されるようになりました。
企業の採用担当者へはこのような事情への理解を求め、本学学生が会社説明会に参加または採用試験を受験する

際には、日程の延期あるいはWeb説明会やWeb面接等、対面によらない方法を学生にご提示いただくよう、鹿児島
大学として就職活動への配慮のお願いをしました。
このようにして始まった令和２年度の就職活動ですが、その結果はというと、全学での就職率は96.2%となり、前

年度よりも1.3 ポイント高くなりました。農学部について少し詳しく見ると、卒業者198名のうち就職希望者が129名、
就職者数は127名で就職率は98.4%でした。前年度と比べると0.3 ポイント下がっていますが、就職希望者のほぼ全員
が就職できました。就職先の内訳を高い順に見ると、公務員が27%、建設・製造業が20%、卸売・小売業とサービス
業が共に14%でした。地域別に見ると、鹿児島県内が28.3%、九州内が29.9%、関東圏が22.8%でした。県外への移動
が厳しく制限される中、企業の理解もあり、Web面接での採用活動が普通になりました。就職希望学生の努力もあり、
それほどの不利益が生じなかったことは幸いでした。また、大変ありがたいことに、企業・団体等からの農学部へ
の求人が落ち込むことはありませんでした。
農学部の就職支援活動としては、令和２年９月30日に『きばいやんせ鹿児島・九州―魅力ある農林食品産業』と

名付けて、農学部業界研究フェアをWeb上で開催しました。全体説明の後、各社が説明する40分のコアタイムを３
回繰り返す仕組みでの開催でした。主に鹿児島県内の10社が参加され、延べ109名の学生が説明を聞かせて頂きまし
た。
最近はインターンシップが就職活動で重要な位置づけになってきています。単なる職場体験というよりは、採用

活動の一環として実施する企業も多く、３年生以下の夏休み等で積極的に取り組んでいます。とは言え、令和２年
のインターンシップは新型コロナ感染症対策として、Webでの職場体験も多くありました。
農学部の学生が、希望する職業に就職できるよう情報の提供からセミナーの開催など手厚く支援を行っています。

大学としても就職というだけでなく学生のキャリア形成の支援にしっかりと取り組んでいます。

「コロナ禍の中での就職活動」

寺　岡　行　雄

農学部副学部長
（前就職委員長）
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私は植物の品種改良に興味を持っています。品種改
良に関する講義の中で新品種の育成ばかりでなく、野
生近縁種や伝統野菜など在来種の遺伝資源の保存の重
要性について学ぶ機会がありました。大学に入学する
までは品種改良して有望な特徴をもつ品種が出来れば
いいと考えていましたが、遺伝資源がなければ新しい
品種を生み出すことが出来ないと知り、鹿児島県の伝
統野菜に興味を持つようになりました。
そのように考える中で、学部３年時に農場実習で自
分の好きな作物を栽培する自主栽培に取り組みまし
た。私は、日置市東市来で栽培されていた「養母すい
か」を栽培しようと思いました。しかしながら学内に
種子がなかったため、「養母すいか」の栽培に取り組
んでいらっしゃる船倉保さんを紹介していただきまし
た。船倉さんは途絶えていた「養母すいか」を復活さ
せ、市販品種より糖度の低い「養母すいか」をどうし
たら糖度を高くすることが出来るのか栽培方法を研究
するなど、献身的に取り組まれている農家さんです。
私は種子を分けていただくばかりでなく、栽培に関す
る様々なアドバイスを頂きました。出来上がったすい
かを見せに行った際には「大学生が養母すいかの栽培
に取り組んでくれて嬉しい。」と言っていただき、取
り組んでよかったと思いました。栽培の実習が終わっ
てからも船倉さんと交流しており、私の進路の話や船
倉さんの家族の話などいろいろな話をするようになり
ました。今では、何かあったら報告に伺うようにして
います。
６年間の学生生活は家族をはじめとした、たくさん
の人たちに支えられてきました。関わる全ての人たち

に心から感謝しています。
大学院修了後は鹿児島県の農業の職員として働く予
定です。従事する業務は試験場での研究か各地域振興
局での普及指導か農業系の事務職か、勤務地も離島を
含めてどこになるかわかりませんが、今まで学んでき
たすべてのことを活かして一生懸命頑張っていきま
す。

「〇に染まった大学生活」

学部４年　岩野　聖史
家畜育種学研究室

畜産科学コース

私のキャンパスライフは、大学入学前の私では想像
もできないものに染まってしまいました。それは「馬」
です。農学部に入学したのは動物が好きだったためで
したが、サークルは動物と関係ないものに入ろうとし
ていました。しかし1人の友人にある部活に勧誘され
ます。連れていかれた先は馬術部、そしてそれが私の
キャン馬スライフの始まりでした。
結局そのまま馬術部に入ることにしたのですが、や
はり動物を扱うことは簡単なことではありません。毎
日朝早くからの活動に加えて昼、夕方、夜の餌やりを
する必要があり、１日が馬で始まり馬で終わります。
１頭１頭の様子を見ながらの作業は、状況によっては
命に関わるほど重要になる場合もあり、慣れてきても
気が抜けません。さらに２年生の冬からは、学生大会
の運営等を行う九州学生馬術連盟幹事長を務めること
となり、事務的な馬の管理や様々な社会経験もさせて
いただきました。
さて、３年生の９月頃、先ほどの友人からまた勧誘
がありました。今度は霧島の馬牧場へ呼ばれます。そ

日置市東市来で「養母すいか」の栽培に
取り組んでいらっしゃる船倉保さん

ビバ！キャンパスライフ
Viva! Campus l ife

農業生産科学科

「好きなことを学べる幸せ」

修士２年　潟山　祐樹
植物育種学研究室

応用植物科学コース
（農林水産学研究科・農林資源科学専攻

・植物生産科学コース）
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こには草原でのびのびと暮らす馬たちとカウボーイ・
カウガールが活動する、まさに西部劇の世界が広がっ
ていました。その世界にあっという間に引き込まれて
しまい、気づけば私もカウボーイの端くれです。大学
馬術部とは馬の種類、扱うための道具などが大きく異
なるため、馬の世界の奥深さを実感します。１年たっ
た今でも毎週末霧島に通い、そこの手伝いをさせてい
ただいています。
馬は、人が馬に対して行ったことに良くも悪くも正
直に返してくれます。そこがキャン馬スライフを楽し
く送ることが出来た所以だと思います。残された大学
生活も馬と満喫しつつ、馬の良さを多くの人に伝えら
れればと思います。

「自己投資額200万」

学部４年　下田　真由美
農業経済学研究室

食料農業経済学コース

私は大学４年間で200万を超える自己投資をしまし
た。
まずは旅行で170万程使いました。国内は北海道か
ら沖縄まで、アクティビティはスカイダイビングから
ハイキングまで経験しました。海外はアジアを中心に
廻りました。恐らくこの記事が載る頃はヨーロッパを
廻っていると思います。
次に資格で20万程度使いました。宅地建物取引業、
ファイナンシャルプランナー、HSK、簿記など。受
験費、教材費等を合わせた額です。
次に美容で10万使いました。歯のホワイトニング、
眉のアートメイクをしました。私の偏見ですが、人の
印象は歯と眉で大きく変わると思います。どんなに綺
麗な人でも歯が汚かったり、眉が整ってなかったりし
ていたらマイナスなイメージが強くなると思ったので
それらをしました。
では、このお金はどこからくるのかという疑問が生
まれると思います。まず私はたばこ、お酒、化粧品や
洋服等は興味がありませんでした。女性なら分かると
思いますが、アイシャドウやリップは誕生日プレゼン
トで貰ったものを３年近く使っていたり、洋服はGU
やユニクロ、セカンドストリートが多かったです。散
髪は1000円カット、髪染めはセルフでしていました。

食事は自炊がほとんどで、カフェ巡りやインスタ映
えな食べ物にも興味がありませんでした。呑みや外食
は誘われた時だけ行ってました。
他には、資格勉強で使用した教材はメルカリなどで
売っていきました。中古品ですが元値の７割程度で売
れました。
単純計算ですが、200万÷４年÷12 ヶ月≒４万／月
程度です。私は大学生に向けて中学生から貯金をして
いたので、もっと負担は軽かったのですが、決して誰
もが出来ないことではないと思います。意識で変わる
と思います。
大学生だからこそ出来る事は沢山あります。私は
もっと時間があれば、500万程まで自己投資したかっ
たです。

食料生命科学科

「高校からの友人とバスケ部」

学部４年　内立輪　皆斗
生命高分子化学研究室

食品機能科学コース

私の大学４年間はバスケ部とともにありました。し
かし、入学した当初はバスケ部に入部したいという気
持ちは大きくありませんでした。私自身、中学生まで
は野球をしてバスケットは高校生から始めており、一
つのスポーツを長く経験してきたわけではないので、
大学では新たなスポーツに挑戦したいと思っていまし
た。そのような考えであった私がバスケ部に入部する
きっかけになったのは、高校で同じバスケ部であった
友人の存在です。その友人と共にいくつものバスケ
サークルや部活動の見学をして、友人は「バスケ部に
入部する」と私に言ってきました。私は、他のサーク
ルにも興味が湧いていましたが、友人がバスケ部に入
部したのに私はバスケ部に入部しないというのが嫌で
バスケ部に入部しました。友人に流される形で入部し
たバスケ部ですが、４年生となった今は他のサークル
に入らなくて良かったと思えるぐらいバスケ部に入部
したことに満足しています。
私がバスケ部に満足している一つの理由として、バ
スケ部が「ありのままの自分でいれる存在」であった
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ことがあります。高校生までの私は顧問の先生に叱ら
れるのが嫌で、叱られないように自分を取り繕ってプ
レーをしていた部分がありました。しかし、大学生に
なると部活動に顧問の先生はおらず、自分のプレーを
評価してくれるのは先輩方であり同じチームの仲間で
した。自分のプレーに対して多くの仲間が指摘をして
くれ、自分でそれらの意見を参考にして反省をし、空
いた時間で改善に努めて、練習で試しました。自分で
考え努力をしている分、結果が出たときはとても嬉し
く達成感が大きかったです。今では自分のプレーに自
信を持つことができ、大学生までバスケをしてきたこ
とにも誇りを持つことができています。
私をバスケ部に誘ってくれた友人と、私の大学生活
を色鮮やかに彩ってくれたバスケ部に対してとても感
謝しています。

「エリアンサスと共に」

修士１年　川嵜　諒也
植物栄養・肥料学研究室

食環境制御科学コース
（農林水産学研究科・農林資源科学専攻

・植物生産科学コース）

皆さんはエリアンサスという植物を知っています
か。エリアンサスは熱帯・亜熱帯地方に生息する、い
わゆる海外の植物であり恐らく、いや絶対、大抵の方
は見たことも聞いたこともないと思います。私も今の
研究室に配属されるまで全く知りませんでした。ちな
みにエリアンサスとは、葉と茎の部分をバイオ燃料と
して利用することを目的とした資源作物というもの
で、それ故に高さは３ｍを軽く超えるほど大きくなり
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だろうか、と思った。
４年目の今、正直鹿児島のことが年々好きになって
いると感じている。今だから言えることだが、鹿児島
に来てよかった。周りの人々に恵まれ、豊かな自然に
恵まれ、学んでいて楽しいと思える学問に出会えた。
故郷を離れて家族のありがたみも知ることができた。
過去があるから今があると思えるようになった。私が
何となく持っていた「結局なんとかなる」精神を、鹿
児島が揺るぎないものにしてくれた。地元大好き人間
の私だが、ホームがもうひとつできたような感覚だ。
大学院を出て就職し、またいつか鹿児島を訪れた時
「ただいま」と言ってしまうような気がする。

農林環境科学科

「責任の重要性」

学部４年　吉井　聖裕
森林政策学研究室

森林科学コース

わたしにとって異国の地であった鹿児島での生活も
早３年と半年、鹿児島でのニュースを無意識のうちに
目で追う程度には愛着もわいてきた。鹿児島大学での
生活はやはり最初が一番大変だったように思う。人付
き合いの距離感、言葉遣い一つとっても気を遣ったも
のだ。そんな気遣い合う関係も気の置けない関係へと
変わっている。時の流れをしみじみと感じる。
そんな大学生活で唯一３年半一度も途切れさせたこ
とがない習慣がある。家計簿だ。家計簿に固定費と生
活費を付け、毎月集計する。これだけは欠かしたこと
がない。大学生としては毎日の学習などといえれば、
それに越したことはないのであろう。お恥ずかしい限
りである。しかし、わたしの大学生活において家計簿
が成長に欠かせないツールであったことに間違いはな
い。家計簿に付け続けた３年間の支出、その総額はと
てもわたし自身のバイトでは補うことができないもの
である。毎月毎月、自分のアルバイトでの収入を超え
る支出を繰り返し、収支の欄にマイナスが付くたびに
両親や周りの人たちの助けで活かされていることを実
感し、感謝できる。こんなこともないと両親からの支
え、自分がどれだけ恵まれた環境にいるのかを意識す
ることができない。まだまだわがままな子供のままな

のだと自覚させられる。いつの間にかとっくに成人を
迎え、22歳になった。未だ自立できていない悔しさと
失敗しても帰る場所があるありがたみをやっと意識す
るようになった。大学に入学したとき、もう『自由』
だと思ったものだが、何のことはない自由の意味をは
き違えていたのだと３年かけて気づくことができた。
『自由』という文字は『自らを由とする』と書く。自
分の人生について自分で責任をとるという意味にな
る。そうであるならば、これまでの無責任に人のすす
めを聞き入れるだけの人生ではなく、自分の責任で人
生を謳歌したい。最後に自分を一回り成長させてくれ
た大学生活にありがとう。

「遠方の同朋」

修士２年　中野　瑞希
農地工学研究室

地域環境システム学コース
（農林水産学研究科・環境フィールド科学専攻

・環境システム科学コース）

修士課程の学生生活は、新型コロナウイルスの感染
拡大とともに始まった。同期や先輩は就職していき、
学内の活動は制限された。講義やTA、就職活動、そ
して研究など、専門分野に関して多くの疑問や不安が
あったが、相談できる相手や機会は限られていた。進
学やコロナ禍により、同様の悩みを抱えた人は少なく
ないのではないだろうか。本文では、その解決策の一
つとして、他大学の学生との交流について紹介した
い。
今夏、学会が後援する学生主催のセミナーに実行委
員として参加した。全国の農業農村工学分野の学部、
修士、博士学生や若手社会人がオンライン上に会し
た。企画を進める中で、分野内の交流をより活発にし
たい、継続的なものにしたいという声が多数挙がっ
た。進級、進学に伴って専門性が高まるにつれて、そ
の関連人口は減ってくる。専門性が近く、かつ同年代
の相談相手を増やすためには、外部とのつながりが必
要だ。
これまで、自分の未熟さが気がかりで、このような
専門分野における交流の機会は避けていた。しかし実
際に参加してみると、他の学生が同じような悩みや不
安を持つことに安心し、知識の深さや視野の広さに刺
激を受け、異なる経験からくる多様な意見とそれによ
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る議論の発展が面白かった。そして、もう少し早く参
加していれば、より効果的、効率的に学習や研究を進
めることが出来たのではないかと後悔した。
振り返ると、これまでも集中講義やインターンシッ
プ等の他大学の学生との交流がその後の学習意欲向上
や進学、就職の決定につながってきた。今、対面での
交流の機会は減少してしまったが、距離に関わらない
コミュニケーション手段が確立されてきた。専門分野
のコミュニティはハードルが高いと感じるかもしれな
いが、もし機会があるなら積極的に参加して欲しい。
そこでの交流は自身の助けとなり、自身の意見もま
た、誰かの助けになるだろう。

国際食料資源学特別コース（農学系サブコース）

「鹿児島での海人生活」

学部３年　渋谷　啓太
植物栽培・機能学研究室

私は国際食料資源学特別コース生として農学分野に
おいての専門的な知識と国際的な食料問題の解決につ
いて学び、農学漬けになる日々を想像して入学した。
確かに農学分野の学びの機会は多かったのだが、現
実は異なった。
全ては、国際食料資源学特別コースでは農学と同時
に水産学を学ぶこと、さらにはダイビングサークルに
所属したことが転機となる。
このサークルには高校の先輩が偶然にも所属してお
り、知り合いがいた方が溶け込みやすいと考え、半ば
適当に入部したのだ。
そんな私とダイビング、水産学との偶発的な接点が
生まれたことで、予期せぬ“海”が身近な存在となり、
キャンパスライフを充実させるダイビング生活が始
まっていった。
サークル活動は主に２つ。１つは毎週末鹿児島県枕
崎市の海を中心に潜りに行くこと、もう１つは夏・春
休みに沖縄県伊平屋島、鹿児島県喜界島にダイビング
に行くことがメイン活動である。初めて離島で潜った
際には、海の透明度が驚くほど高く、水面に浮かんで
いるのだが、まるで空に浮いているかのような感覚に
陥ったのを今でも鮮明に覚えている。私にとって海は
魅力的なものだった。
ダイビング目的に、離島でサークルメンバーと共

に過ごす“島生活”は中毒性が高く、刺激的で非日常な
日々だとも言える。
サークル活動すべてを含む「海人生活」が私にとっ
てかけがえのないものとなった。
鹿児島大学を選択してなければ出会うはずのなかっ
た海との出会いが私の生活そのものに多大なる影響を
及ぼしたのだ。
入学と同時に鹿児島に来て、予期せぬ“海”との偶発
的な出会いから没頭できる趣味に出会い、想像もして
いなかった充実したキャンパスライフを送っている。
人生何があるかわからない。人生予期せぬことが起
き、なるようにしかならない。
だからこそ楽しく、面白いのだと深く実感した。
そして今だからこそできる事に力を注ぎ、後悔しな
いような残りのキャンパスライフを過ごそうと思う。

メモリー
〜進路・就職に役立つ先輩の経験・体験談〜

教育実習奮闘記
「教育実習奮闘記」

学部４年　桐田　友理乃

農業生産科学科　畜産科学コース
家畜育種学研究室

私は３週間の農業高校への教育実習を通して、学校
教育に携わる者としての自覚や教員の魅力を強く感じ
ることが出来ました。
まず、１週目は様々な先生方の授業を生徒と共に体
験し、指導者の在り方を学びました。50分間の授業で、
生徒にどのようなことを身につけてほしいのかなど、
授業目標の明確な授業にすること、そのための事前準
備の重要性を強く感じました。
２週目からは担当のクラスを持ち、授業や実習も行
いました。私のクラスは農業科の３年生でした。初め
てのクラスの生徒との対面時には、あまりの緊張に正
直記憶がありません。しかし、生徒が私の名前を呼ん
でくれたり、色々な話を聞かせてくれたりと、嬉しい
気持ちとともに楽観的な生徒たちに心救われました。
担当科目は「野菜」を選択しました。高校時代に専
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攻し、私を農学の道に導いてくれた科目で指導したい
という思いから、大学とは異なる科目に挑戦しました。
「野菜」や「農業と環境」等の授業の中で有畜連携や
循環型農業、有機堆肥など農作物の生産に畜産の関わ
りも含めて講義できたのは、私だからこそ出来た授業
の展開だと思っています。また、机間指導などの大学
で学んだ生徒指導法も実践でき、大学の知識や技術が
教育実習に役立つことを感じました。
実習中の担当教員からの印象的だった言葉は、「完
璧な授業はない。」です。職員室では常に生徒の話を
し、職員間で共有することで、生徒一人一人が快適に
学習に臨める環境の整備に配慮していました。また、
一般的に「教員はブラック」だとよく耳にします。し
かし、それは日々生徒のことを第一に考え、より充実
した学校生活を送ってほしいという熱意が労働に示さ
れていることを知り、教員志望が強固になりました。
最後に、この機会を与えてくださった鹿児島大学や
教育実習でお世話になった方々に感謝し、残りの大学
生活を通して改めて自分と向き合い、今後も立派な教
員を目指して努めていきたいです。

「教育実習を終えて」

学部４年　小田　莉央

食料生命科学科　食品機能科学コース
食品分子機能学研究室

５月に母校で２週間の教育実習を行った。私が所属
している学科では教職履修者は１人しかいない。卒業
単位とは別に教職科目を取得する必要があり、実験や
テストが被ると大変なこともあったが、学校支援ボラ
ンティアに参加したり、教職に就く知り合いの声を聞
いたりする中でやりがいのある仕事だと感じ、最後は
「ここまで頑張って来たならやりきろう」という気持
ちで前に進んだ。
来年実習を控える３年生の中には実習校で生徒と打
ち解けることができるのか、授業をしたことがないの
に教壇に立てるのかと不安に思っている人も多いと思
う。私もこの不安を感じていたが、いざ実習が始まる
と指導教諭の先生方が指導案についてアドバイスをく
ださり、授業を見学する中で、声の掛け方や授業の進
め方についても質問することができたので、授業を形
にすることはそこまで難しくなかった。学校に入ると
１日目から「先生」と呼ばれる。若手の先生、ベテラ
ンの先生というのは子供達には関係ありませんという

授業で聞いた言葉を思い出し、私も生徒にとっては先
生なんだという自覚が湧いて、学生であることを言い
訳にせず、より良い授業を作ろうという気持ちになれ
た。苦戦することも多々あったが、先生の授業が面白
かった、先生のおかげで次のテストでいい点がとれた
という手紙をもらった時には本当に嬉しくて、教師の
やりがいを感じる事ができる実習になった。ご多忙の
中、またコロナウイルスが流行する中で島外から来る
私たち実習生の指導を受け入れて下さったことに本当
に感謝の気持ちでいっぱいだ。
この経験は進路を考えるきっかけにもなった。高校
時代から知っている先生に「一緒に働けるとしたらそ
れは嬉しい。だけど、進学するならいろんな可能性を
考えて見るのもいいと思うよ。」という言葉をもらっ
た。教員免許は教員になりたい人だけが取るべきだと
いう風に言われることもあるが、私は教師になったと
しても、教師にならなかったとしてもこの４年が無駄
になるとは思わない。敢えて、いろんな可能性を提示
してくれた先生の言葉を受けて、もう一度自分の将来
を見つめ直すきっかけをもらった。これから私は大学
院に進学する。指導してくださった先生方や慕ってく
れた生徒に胸を張って進路を伝えることができるよう
な２年間を春からの大学院生活で過ごしていきたい。

「教育実習を振り返って」

学部４年　川東　史佳

農林環境科学科　地域環境システム学
農地工学研究室

私は、２週間母校の鹿児島県立武岡台高等学校で生
物の教育実習を行いました。今回は、教育実習の集大
成である研究授業について書こうと思います。
研究授業は、パズルを活用して「ニューロンの構造」
を理解させることで、生徒が楽しんで学べるような内
容で実施しました。しかし、前日の模擬授業では、緊
張と準備不足で、予定の（６割）でチャイムがなって
しまいました。指導教員から「仮に５分ミスしたら、
５分×38人（生徒）=190分と同じ時間価値を奪うこと
になるんだよ。授業中のミスの代償は大きいから、き
ちんと授業の準備をしなさい。」と教えていただきま
した。指導教員から指摘された点を改善してよりよい
授業にしようと思い、今まで学んだことを元に精一杯
の準備をしました。
そして、迎えた当日、大学の担当教諭、高校時代お
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攻し、私を農学の道に導いてくれた科目で指導したい
という思いから、大学とは異なる科目に挑戦しました。
「野菜」や「農業と環境」等の授業の中で有畜連携や
循環型農業、有機堆肥など農作物の生産に畜産の関わ
りも含めて講義できたのは、私だからこそ出来た授業
の展開だと思っています。また、机間指導などの大学
で学んだ生徒指導法も実践でき、大学の知識や技術が
教育実習に役立つことを感じました。
実習中の担当教員からの印象的だった言葉は、「完

璧な授業はない。」です。職員室では常に生徒の話を
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した学校生活を送ってほしいという熱意が労働に示さ
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生活を通して改めて自分と向き合い、今後も立派な教
員を目指して努めていきたいです。

「教育実習を終えて」
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食料生命科学科　食品機能科学コース
食品分子機能学研究室
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ンティアに参加したり、教職に就く知り合いの声を聞
いたりする中でやりがいのある仕事だと感じ、最後は
「ここまで頑張って来たならやりきろう」という気持
ちで前に進んだ。
来年実習を控える３年生の中には実習校で生徒と打

ち解けることができるのか、授業をしたことがないの
に教壇に立てるのかと不安に思っている人も多いと思
う。私もこの不安を感じていたが、いざ実習が始まる
と指導教諭の先生方が指導案についてアドバイスをく
ださり、授業を見学する中で、声の掛け方や授業の進
め方についても質問することができたので、授業を形
にすることはそこまで難しくなかった。学校に入ると
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になるんだよ。授業中のミスの代償は大きいから、き
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した。指導教員から指摘された点を改善してよりよい
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世話になった先生方も来てくださり、教室の後ろには
十数名の先生方が来てくださいました。生徒達もいつ
もと違う教室の雰囲気に緊張した様子でした。私も始
めは緊張していましたが、生徒達に集中して笑顔で授
業を進めていくうちに緊張がほぐれました。こだわっ
たパズルは、生徒同士で試行錯誤して楽しく学習する
ことができました。授業後、生徒達が「先生授業楽し
かったよ！先生の頑張りが伝わって私達ももっと勉強
を頑張ろうと思った！」と言ってもらえました。一生
懸命に準備したことが伝わり、授業が楽しいと思えて
もらえたことや学習に興味関心を持ってもらえたこと
が本当に嬉しかったです。教師としての「教える喜び」
を少し味わえたと思います。
２週間、自分が生徒として通った高校に先生という
立場で勤務することはとても新鮮で、先生方はこんな
にも生徒のことを考えてお仕事をされていると知るこ
とができ貴重な体験となりました。指導教員をはじめ、
お世話になった先生方や生徒の皆さんに対して感謝の
気持ちで一杯です。この経験を大切にして、次のステッ
プでも頑張ります。

インターンシップ体験記

「インターンシップを終えて」

学部４年　神田　梨華

農業生産科学科　応用植物科学コース
害虫学研究室

私は、昨年度の夏休みに、鹿児島県庁の農政部経営
技術課での、３日間のインターンシップに参加させて
いただきました。参加した目的は、農業の知識を活か
す仕事について、より詳しく知るため、そして、実際
に仕事を体験したり、職員の方々の話を直接聴いたり
することで、自分自身の見聞を広める良いきっかけに
なると考えたからです。
主に鹿児島での就農支援策や、農薬取締法、肥料取
締法の話を聴き、資料作成、印刷の仕事の一部を体験
させていただきました。また、農業開発総合センター
の見学もしました。自主栽培のこと、今後研究したい
ことなど、大学での自分の話をする機会もありまし
た。部署内は和やかな雰囲気で、何でも話しやすかっ
たです。資料作成中、質問に対して気さくに応じてく

ださったり、指定された部署へ向かう途中迷子になっ
たとき、通りすがりの職員の方が案内してくださった
り、みなさん親切でした。将来あのような大人になり
たいと思いました。
この３日間を通して特に印象的だったのは、挑戦す
る姿勢と、幅広い人間関係です。勤務地や部署の異動
により、物事を多角的に考えられるようになることが
わかりました。より多くの人を支えるためには、幅広
い分野への挑戦の繰り返しが必要だと思いました。職
員の方々は、鹿児島県の農業の発展や支援といった、
同じ目的のために、県庁内の職員同士だけでなく、他
の勤務地の方々とも一体となり、働いていました。社
会人は、こんなに多くの人とつながりがあるのだと思
い驚きました。そして、どのような仕事でも、自分の
知識、働きによって見知らぬ誰かとつながり、助けて
あげられることが喜びであることに気づきました。
学校で学べないことをたくさん学べた、とても貴重
で有意義な体験でした。卒業後、社会人となり働くこ
とに対して非常に不安を抱えていますが、経験して得
たことや考えたことが、いつか役に立つ、自分自身を
救ってくれると信じています。

「インターンシップを終えて」

学部４年　大坪　季生

食料生命科学科　食環境制御科学コース
土壌科学研究室

私は８月下旬の５日間、佐賀県庁所属の佐城農業改
良普及センターにてインターンシップに参加させてい
ただきました。私自身、もともと農家の方々に直接接
して、技術的な指導や経営相談に応じるなどの資格を
持つ普及指導員という国家資格に興味がありました。
そこで、その資格を持つセンター職員の方々のもとで
学ばせていただきたいと思い、インターンシップに参
加しました。
普及センター内の普及指導員の方々は主に稲や麦、
大豆などの作物の部門、中山間地域に農家の方々が集
中している果樹の部門、その他の野菜の部門ごとに分
かれて仕事をされていました。全ての部門でその普及
指導員の方と、農家の方々の所へ直接訪問して、お話
をうかがう機会が非常に多くありました。その中で
も、イチゴ農家の方からうかがった話が最も印象的で
した。その農家の方は実家が農家だったこともあり、
30歳で企業を退職し就農され、経理と技術を両親に頼
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ることなく習得したいということで農業を一からご自
分で学ばれている方でした。その方に将来的には、自
分は農家などの生産者の方々の支えになるような職に
就きたいと話すと、「たとえ農家ではなくとも農家に
必要な知識や経験をたくさん得て、私のように貪欲な
姿勢で多くのことを吸収して、農家に頼られる存在に
なってほしい」と言われました。その経験を機に私の
「農業に向き合う姿勢」が大きく変わりました。
他にも、新規就農者を増やすための取り組みである
ニューファーマー塾に参加して、農業における基礎的
な知識を習得し、農業用機械の導入が難しいとされて
いる中山間地域にてウンシュウミカンにドローンでの
農薬散布を行う実験を現場で見学させていただくな
ど、表面的なことだけでなく現代における農業分野の
課題から先進的な農業技術まで幅広く学ばせていただ
きました。
今回のインターンシップでの５日間は大学の講義や
実習では味わえない貴重な経験をすることができまし
た。インターシップで関わっていただいた佐賀県の県
職員の方々、農家の方々には非常に感謝しています。
今回学んだことを生かして、社会人では農業分野に貪
欲な姿勢で臨み、多くの農家の方々に貢献していける
よう頑張ります。

「オンライン企業訪問体験記」

学部４年　貴島　万萌

農林環境科学科　森林科学コース
砂防・森林水文学研究室

森林キャリアデザインでのインターンシップは進路
について考えを深めるきっかけになりました。森林
キャリアデザインは、林業に関する仕事について現場
見学などを行う集中講義です。私が受講した年は新型
コロナウイルスの影響で現場見学は実施されず、オン
ラインでの企業訪問がありました。最初に参加企業30
社による全体説明会がありそれぞれの会社の概要を知
ることができました。建設や森林整備、砂防など多種
多様な業種の企業がありました。全体説明会後は３社
を選択し、より詳しい説明をきくことができるコアタ
イムが設けられていました。私は、ダム建設など河川
事業を行う企業、建設企業、治山事業など砂防に携わ
る企業の説明会に参加しました。カメラをつけてお互
い顔を合わせ少人数で行われるため質問しやすく、親
しみやすかったです。具体的な情報を聞くことがで

き、より深く理解することができました。オンライン
には最初不安もありましたが画面越しでも企業の雰囲
気が伝わってくる充実した説明会でした。
私はもともと公務員志望で民間企業のインターン
シップには行く予定はありませんでしたが、集中講義
のカリキュラムとして参加する機会に恵まれ、林業に
関する多くの業界や民間企業を知ることができ、今ま
で目を向けてこなかった民間企業の魅力も知ることが
できました。お陰で、「なぜ民間企業ではなく公務員
を志望するのか」「森林を専門とする公務員として何
をしたいのか」を自問自答できる良い機会になりまし
た。私はインターンシップに参加することで視野を広
げることができ、自分の就職活動にも良い影響を与え
てくれると思いました。進路に迷っている人もそうで
ない人も、インターンシップはよい刺激となるかもし
れません。

就職活動体験記

「コロナ禍の中の就職活動体験記」

修士２年　大野　竜弥

農林水産学研究科　農林資源科学専攻
植物生産科学コース　害虫学研究室

コロナ禍の就職活動は今まで聞いていた先輩方の就
職活動とは全く違ったものであり初めは全く何をした
ら良いか分からない状態が続きました。そのために自
分ができることを何でもしてやろうという気持ちで臨
みました。某大手食品メーカーを受けた時には、自分
が力を入れた活動と特徴をまとめた動画を送付するも
のがありました。私はこの動画をアメリカンフット
ボール部で鍛え上げた筋力とユニークさをアピールす
るべく、部活動時代に作成した私のポスターを背景に
フライパンを曲げる動画を送りました。この動画は研
究室の先輩方にも手伝ってもらい（Ｓ先輩・Ｉ先輩あ
りがとうございました）３日もかけて撮影し高評価を
頂いたのですが、残念ながらこの企業とはご縁があり
ませんでした。私はこの悔しさをバネに就職活動をつ
づけました。
また、私は面接が得意であると思っていたのです
が、実際に面接を受けてみると非常に難儀でありまし
た。特にオンライン面接では相手との会話の間や表情
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の読みづらさが予想よりも大きく、苦手であると分か
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で自分がやってきたことが実を結んだ瞬間でした。
インターンシップ、企業説明会など、すべてがオン
ラインで行われる中、企業選びはとても大変でした。
どんな場所にあるのか、どんな環境なのか、どんな人
が働いているのかなど、自分の目で見ることが困難な
ため、慎重に行う必要がありました。内定をいただい
た企業様は鹿児島大学出身の方も多く、面接の雰囲気
も非常によかったので、今ではすごく働くことが楽し
みになっています。鹿児島大学で学んだ知識を社会へ
と還元し、貢献できるよう努力して参ります。

留学体験記

「コロナ禍のニュージーランド留学」

学部４年　宮原　直也

農林環境科学科　地域環境システム学コース
農地工学研究室

2020年３月、私はニュージーランドにワーキングホ
リデーという制度を利用して渡航をした。私が渡航を
した時期は、新型コロナウィルス感染症が世界に拡が
り始めた３月であったので、渡航後に状況がひどくな
ることは予想が少しはできたが、それでも計画を立て
た留学を簡単にあきらめたくないという思いから、家
族の同意の上で渡航することを決断した。
現地に着くや否や言葉の壁を実感した。自分の伝
えたいことが全く伝えられないことに気づいた。
また、日本と同じように新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の脅威は初期の段階では不安が多かっ
た。渡航2週間目で、感染者は少なかったがロックダ
ウンという措置が取られた。これは２か月程度続き、
語学学校もオンラインになり、生活面においても苦し
い期間が続いた。この期間に悲観的になるのではな
く、ホームステイ先でのホストやシェアをしている友
人との行動を大切にするようにした。学校の時間以外
でも、ほとんどだれかと英語で話すようにしていた。
その成果もあり、ロックダウン期間中で、日常生活に
はほとんど問題がなくなった。アーダーンNZ首相や
政府の功績もあり、この期間以外はほとんどノーマル
な生活に戻り、マスクなしでの生活を送ることがで
き、ラッキーだったと思う。
現地での仕事は、最初は日本食レストランでのア

ルバイトであったが、その後はキウイ農園でのア
ルバイト、WWOOF（World…Wide…Opportunities…
on…Organic　Farms「世界に広がる有機農場での機
会」）を利用したボランティアなど現地の人と一緒に
働くことができた。同じ日本レストランでも海外のお
客さんへの接客は、最初は苦労することが多かった
が、同僚の助けもあり、頑張ることができた。
今回のニュージーランドでの経験を通して、自分の
人生の幅が広がったと思う。海外に出なければ、一生
関心を持たなかったような国の人との交流、異国での
生活体験など、政治や宗教の違い、ネットなどで見て
いる情報ではなく、直接体験するということは、自分
にとって刺激的な毎日になった。将来は、海外でも活
躍できるような人材となれるように何事にも日々努力
していきたいと思っている。

※World…Wide…Opportunities…on…Organic…Farms
「世界に広がる有機農場での機会」の頭文字です。ＷＷ
ＯＯＦは、有機農場を核とするホストと、そこで手伝い
たい・学びたいと思っている人とを繋いでいます。
※有機農業とは、無農薬、無化学肥料で作物を栽培
する農業で、人間と動物、環境にも考慮した農法で
す。農薬を使う方法より手間がかかり、また大型機械
を使わない場合が多いです。

語学学校の仲間と

ニュージーランドの自然
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霧島からみた桜島遠景

キウイ農園の風景

錦江湾に浮かぶ桜島

ＷＷＯＯＦ

****************************************************************************
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　今年の後期授業は、いきなり“リモート”（遠隔）のみのスタートとなりました。
学生の皆さんも我々教員の方も、「もう慣れました。」という感じかも知れません
ね。しかし私は10月に集中実施する実験科目を担当していますが、実験の授業を“リ
モート”でやれというのは、かなりの「無茶ぶり」だと思います。実験や実習と
いうのは、実際に手足を動かして、体験して身につけることを目的とするものです。
教員がやるところを動画に撮って、それを見てもらって解説をしても、やはり実
際に体験した実感が無ければ、学生の皆さんも実験や実習の授業を受けたという
気がしないのではないでしょうか。
　それと“リモート”の授業にはもう一つ落とし穴があって、Zoomに接続してし
まえば、後は何をしていても先生はわからないという安心感があるのではないで
しょうか。もちろん先生方もResponを使って出席をとったり質問に答えさせたり、
いろいろ工夫をされています。しかし、限界はあるでしょう。授業への参加とい
うことに関して遠隔授業は自由度が大きく、よほど自覚を持って臨まないと本来
の目的を達成するのが難しいという面はあると思います。教員の方にもある意味、
自由度が大きい面があり、「“リモート”がいい。」と言う先生方もおられますし、
世間も持て囃している傾向があるように感じます。でも私はどうも苦手です。歳
のせいですかね。

（文責　食料生命科学科　樗木 直也）
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の目的を達成するのが難しいという面はあると思います。教員の方にもある意味、
自由度が大きい面があり、「“リモート”がいい。」と言う先生方もおられますし、
世間も持て囃している傾向があるように感じます。でも私はどうも苦手です。歳
のせいですかね。

（文責　食料生命科学科　樗木 直也）
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